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令
和
五
年
八
月
十
九
日
（
土
）
～

二
十
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

標
記
の
研
修
会
が
松
江
温
泉
「
ホ
テ
ル

白
鳥
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
合
計
二
十
一
名
。
本
県
か

ら
は
細
谷
会
長
、
岡
村
吉
彦
氏
、
私
の

三
名
が
出
席
。

　
開
催
県
の
会
長
の
廣
江
直
澄
氏
の
挨

拶
に
続
き
、
角
河
和
幸
島
根
県
神
社
庁

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
の
ち
講
演
会

に
入
る
。

　
『
お
神
酒
に
つ
い
て
～
直
会
は
神
様

と
の
共
食
の
場
～
』
と
題
し
て
石
原
美

和
氏
の
講
演
を
聴
く
。
先
生
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
様
々
だ
が
、
島
根
県
の
ご

出
身
。
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
放
送
に
入
社
。

現
在
フ
リ
ー
で
司
会
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
ご
活
躍
中
。
日
本
酒
の
魅
力

に
見
せ
ら
れ
、
島
根
県
内
の
酒
造
元

を
す
べ
て
探
訪
、『
し
ま
ね
酒
楽
探
訪
』

を
刊
行
、
二
年
後
『
と
っ
と
り
酒
楽
探

訪
』
を
発
刊
。
日
本
酒
に
関
す
る
記
事

多
く
、
お
酒
に
ご
造
詣
が
深
い
。
お
酒

と
神
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
。
水
と

米
と
だ
け
で
で
き
て
い
る
お
酒
。
神
に

献
上
し
、
お
さ
が
り
を
頂
く
、
神
と
人

と
の
つ
な
が
り
。
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

ご
縁
の
お
酒
。
お
酒
の
神
様
、
平
田
市

の
「
佐
香
神
社
（
松
尾
神
社
）」
の
神

事
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
酒
の
話
は

尽
き
る
と
こ
ろ
な
し
。
人
を
し
て
飽
き

さ
せ
ぬ
。

　
講
義
終
わ
り
て
お
よ
そ
一
時
間
、
五

県
の
連
絡
会
あ
り
。
全
教
神
協
常
任
理

事
の
岡
村
吉
彦
氏
を
司
会
に
、
先
ず
参

加
者
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
。
の
ち
各

県
の
現
状
報
告
あ
り
。
共
通
し
て
い
る

の
は
、
会
員
の
高
齢
化
・
現
職
会
員
の

少
な
さ
や
職
場
の
忙
し
さ
、
会
の
参
加

者
の
固
定
化
な
ど
で
あ
る
。
解
決
は
容

易
で
は
な
い
が
、
会
員
の
発
掘
と
教
神

協
の
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要
で
あ
ろ

う
。

　
夜
に
入
り
懇
親
会
あ
り
。
こ
の
場
に

も
講
演
者
の
石
原
氏
が
参
加
し
て
く
だ

さ
る
。
女
性
会
員
二
人
と
合
わ
せ
三
名

と
な
り
、
場
は
華
や
ぐ
。
特
記
す
る
の

は
、
こ
の
懇
親
会
の
た
め
に
各
県
で
推

薦
す
べ
き
酒
を
持
参
。
石
原
氏
の
指
導

の
下
で
、
利
き
酒
会
。
テ
ー
ブ
ル
に
置

か
れ
た
各
県
の
名
酒
を
当
て
る
と
い
う

も
の
。
一
回
目
は
各
県
の
会
長
の
争
い
。

全
酒
正
解
は
岡
山
県
会
長
の
小
坂
氏
。

二
回
目
は
希
望
者
に
よ
る
利
き
酒
。
当

県
か
ら
は
岡
村
氏
が
挑
戦
。
さ
す
が
酒

の
聖
、
全
酒
正
解
で
見
事
に
優
勝
。
鳥

取
県
、
面
目
を
施
す
。
二
次
会
も
あ
り
。

こ
こ
に
も
石
原
氏
参
加
し
て
く
だ
さ

る
。
と
て
も
気
さ
く
な
い
い
人
な
り
。

　
翌
日
八
月
二
十
日
。
猛
暑
の
中
「
佐

太
神
社
」
に
正
式
参
拝
。
三
棟
並
ぶ
中

央
の
「
正
中
殿
」
の
玉
垣
内
で
参
拝
。

本
殿
を
間
近
に
拝
す
る
。
右
隣
は
北
殿
、

左
隣
が
南
殿
。
三
棟
と
も
大
社
造
り
だ

が
、
南
殿
だ
け
は
、
全
く
逆
の
構
造
と

な
っ
て
い
る
。

　
参
拝
後
、
境
内
左
手
に
建
つ
「
舞
殿
」

に
て
全
会
員
「
悪
切
り
祈
祷
」
を
受
け

る
。
こ
こ
は
冷
房
あ
り
。
祭
壇
に
は
五

色
の
御
幣
を
立
て
た
神
籐
が
置
か
れ
、

末
座
の
四
人
の
神
楽
の
音
色
心
地
よ
き
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中
、
烏
帽
子
に
赤
の
ク
ス
キ
鉢
巻
に
し
、

陣
羽
織
の
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
舞
人

一
人
立
ち
現
わ
れ
、
剣
を
抜
き
て
、
四

方
を
祓
う
。
時
に
悪
魔
祓
い
の
呪
文
を

唱
え
、
太
鼓
打
つ
者
こ
れ
に
応
え
る
。

舞
う
こ
と
三
十
分
ほ
ど
、
舞
人
の
汗
も

滴
る
。
会
員
、
悪
を
逃
れ
、
神
の
お
蔭

を
十
二
分
に
蒙
り
満
足
げ
。

　

終
わ
り
て
朝
山
宮
司
か
ら
話
を
伺

う
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
出
雲
大
社
・
万
九
千
神

社
と
も
関
係
深
い
神
在
祭
・
神
等
去
神

事
・
竜
神
な
ど
を
拝
見
し
て
理
解
を
深

め
た
が
、
時
間
の
関
係
で
佐
太
神
社
独

特
の
御
坐
替
祭
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
そ
の
話
を

見
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
後
、
こ
の
場
所
に
て
、
閉
講
式

あ
り
。
廣
江
氏
の
挨
拶
の
後
、
修
了
証

授
与
式
。
そ
し
て
次
回
開
催
県
で
あ
る

鳥
取
県
の
細
谷
会
長
の
挨
拶
あ
り
て
、

め
で
た
く
島
根
大
会
は
終
了
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
鳥
取
県
大
会
の

多
数
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
七
月
二
十
八・二
十
九
日
、

福
島
県
郡
山
市
の
「
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
を
会
場
に
、
第

六
十
二
回
全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会

全
国
大
会
・
中
央
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　
今
回
の
主
題
は
「
神
道
精
神
に
根
ざ

し
た
真
の
日
本
人
を
育
て
る
た
め
に
」。

昨
年
ま
で
の
四
年
間
は
「
輝
か
そ
う
日

本
人
の
誇
り
、
正
そ
う
日
本
の
教
育
」

を
主
題
と
し
て
き
た
が
、「
実
践
」
に

重
き
を
置
い
た
研
修
会
に
し
よ
う
と
い

う
方
針
の
も
と
、
新
た
な
主
題
下
で
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
参
加
者
は
七
十
七
名
。
実
践
を
重
視

し
た
研
修
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

例
年
に
比
べ
て
現
職
会
員
の
参
加
が
多

か
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
。
開
会
式
典
・
総
会
の
後
、

産
経
新
聞
客
員
論
説
委
員
の
湯
浅
博
氏

が
「
米
中
派
遣
争
い
と
日
本
の
覚
悟
」

と
題
し
て
基
調
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。

　
湯
浅
氏
は
講
演
の
中
で
、
中
国
の
近

年
の
動
向
に
触
れ
、
日
本
国
内
の
土
地

購
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
憂
慮
す
る

一
方
で
、
米
中
冷
戦
の
構
図
は
、
近
年

の
中
国
経
済
の
減
速
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
の
台
頭
に
よ
り
崩
れ
つ
つ
あ
る
と

し
て
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
枠
組
み
の
一

層
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

講
演
に
続
い
て
分
科
会
が
開
催
さ

れ
、「
教
育
現
場
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
」「
神
社
（
社
頭
）
に
お
い
て
何

が
で
き
る
か
」「
氏
子
・
崇
敬
者
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
」
の
三
つ
の
テ
ー

マ
を
も
と
に
六
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
実
践
報
告
や
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
分
科
会
は
中

央
研
修
会
の
柱
と
言
え
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
分
科
会
が
あ
っ
て
こ
そ
全
国

か
ら
会
員
が
集
ま
っ
て
研
修
会
を
開
催

す
る
意
味
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
今
年
は
第
二
分
科
会
の
報
告
者
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
参
加
者
が

様
々
な
実
践
を
持
ち
寄
っ
て
、
成
果
や

課
題
を
発
表
し
合
い
、
活
発
な
意
見
交

第
六
十
二
回
全
国
大
会
・
中
央
研
修
会
に
参
加
し
て
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換
が
な
さ
れ
た
。
多
く
の
気
づ
き
と
学

び
を
得
ら
れ
た
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
。

　
分
科
会
後
は
懇
親
会
。
福
島
県
教
神

協
の
皆
様
の
御
厚
意
に
よ
り
、
県
内
各

地
の
銘
酒
が
提
供
さ
れ
、
福
島
県
の
郷

土
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
全
国
の

同
志
と
親
睦
を
深
め
た
。
余
興
も
素
晴

ら
し
く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
あ
っ

た
。

　
二
日
目
。
会
場
か
ら
徒
歩
五
分
の
と

こ
ろ
に
鎮
座
す
る
安
積
国
造
神
社
に
正

式
参
拝
。
澄
ん
だ
空
気
の
も
と
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
会
場
に
戻
り
、
福
島
県
立
博
物
館
長

の
赤
坂
憲
雄
氏
に
よ
る
記
念
講
演
。
赤

坂
氏
は
日
本
を
代
表
す
る
民
俗
学
者
で

あ
り
、
二
十
代
の
時
に
読
ん
だ
同
氏
の

著
者
『
東
西
／
南
北
考
』
は
、
今
で
も

私
の
座
右
の
書
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
同
氏
の
講
演
を
拝
聴
で
き
る
こ

と
を
、
大
会
前
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
。

　
同
氏
は
、
明
治
十
年
に
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
た
め
に
日
本
を
旅
し
た
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
行
記
を
も
と
に
、
異

人
が
み
た
日
本
の
文
化
・
神
道
の
あ
り

方
や
日
本
人
通
訳
者
と
の
宗
教
論
争
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
上
で
、「
バ
ー
ド

は
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
よ
う
と
日
本

に
来
た
が
、
日
本
人
の
神
道
的
思
想
の

も
と
で
欧
米
の
宗
教
を
広
め
る
に
は
時

間
が
か
か
る
と
語
っ
て
い
た
」
こ
と
を

紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
日
本
が
欧
米
の
植
民
地

に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、「
神

道
と
い
う
日
本
人
特
有
の
宗
教
観
が
確

実
に
あ
っ
た
」
と
結
ば
れ
た
。「
異
人
」

「
多
様
」
と
い
う
赤
坂
哲
学
の
真
髄
と

も
い
え
る
視
点
か
ら
近
代
の
日
本
人
の

精
神
世
界
に
迫
っ
た
中
身
の
濃
い
講
演

で
あ
っ
た
。

　
記
念
講
演
後
は
全
体
会
が
あ
り
、
昨

日
の
分
科
会
の
報
告
を
行
っ
た
。
次
い

で
閉
会
式
典
が
あ
り
、
大
会
宣
言
を
採

択
し
て
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　
二
日
間
の
研
修
会
で
あ
っ
た
が
、
私

自
身
、
多
く
の
学
び
が
あ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
素
晴
ら
し
い
大
会
を
開
催
し
て

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
菅
原
家
は
、
中
か
ら
下
の
位
の
貴
族

で
学
者
の
家
柄
、
幼
少
よ
り
秀
で
、
詩

歌
を
好
ん
で
い
た
様
で
す
。
政
に
も
精

通
し
、
時
の
醍
醐
天
皇
に
右
大
臣
（
公

卿
）
に
抜
擢
さ
れ
、
大
出
世
を
遂
げ
ま

す
。
こ
れ
を
妬
む
左
大
臣
藤
原
時
平
の

謀
に
よ
り
、
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
『
叙
位
一
百
韻
（
じ
ょ
い
い
っ
ぴ
ゃ 

　
く
い
ん
）』

　
こ
れ
は
、
道
真
公
が
左
遷
の
命
を
受
け
、

大
宰
府
へ
行
く
道
中
の
危
険
や
屈
辱
、

到
着
後
の
宿
舎
の
荒
廃
や
生
活
の
不
自

由
、
大
宰
府
役
人
の
腐
敗
、
中
国
の
故

事
や
老
荘
へ
の
思
い
、
自
然
景
観
の
描

写
、
自
ら
の
生
涯
の
追
憶
な
ど
、
道
真

公
の
怒
り
無
念
と
悲
嘆
と
が
詠
わ
れ
た

二
百
句
（
行
）
の
五
言
古
詩
で
す
。
こ

こ
で
は
、
省
略
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

詩
歌
を
好
ま
れ
た
か
ら
こ
そ
詠
ま
れ
た

菅
原
道
真
公
大
宰
府
左
遷
の
旅
程
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よ
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の
で
し
ょ
う
。　
　

　
簡
単
な
現
代
文
に
す
る
と
、
真
に
随

行
す
る
老
僕
は
い
つ
も
、
杖
に
た
す
け

ら
れ
て
、
長
い
道
を
疲
れ
た
足
を
引
き

ず
っ
て
し
た
が
っ
て
く
る
。
車
に
つ
け

た
疲
れ
た
そ
え
馬
に
は
、
何
度
も
鞭
を

加
え
て
歩
か
せ
る
。
宮
城
の
門
を
遠
望

し
て
、
こ
れ
が
見
納
め
か
と
思
う
と
、

眼
も
穴
が
う
が
た
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
。
我
が
泣
く
声
の
た
め
に
、
ほ
と
と

ぎ
す
の
啼
き
声
を
さ
え
中
断
さ
せ
る
。

　
宿
駅
で
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

馬
に
取
り
代
え
ず
、
蹄
の
破
れ
た
疲
れ

た
馬
で
駅
舎
を
見
送
っ
た
。（
一
行
に

は
食
物
と
馬
を
供
給
し
て
は
な
ら
ぬ
と

官
符
が
出
て
い
た
。）

　
港
で
も
、
一
行
に
食
事
や
船
を
給
し

て
は
な
ら
な
い
と
ふ
れ
が
出
て
い
た
の

で
、
艫
の
半
分
毀
れ
か
か
っ
た
様
な
破

れ
船
が
近
づ
い
て
来
て
迎
え
た
。
郵
亭

（
文
書
を
伝
送
す
る
た
め
に
人
馬
を
更

迭
す
る
場
所
）
も
余
す
と
こ
ろ
五
十
。

宮
司
が
言
わ
れ
る
に
、
此
処
に
到
着
す

る
度
に
『
都
か
ら
、
こ
の
命
は
間
違
い

だ
っ
た
。
都
へ
帰
ら
れ
よ
。』
の
書
状

が
届
い
て
い
な
い
か
と
期
待
し
、
そ
し

て
裏
切
ら
れ
な
が
ら
大
宰
府
へ
と
進
ま

れ
て
行
か
れ
た
と
の
事
。
そ
し
て
、
防

府
天
満
宮
に
到
着
。
此
処
が
本
州
最
後

の
地
、
期
待
す
る
書
状
は
遂
に
来
ず
、

い
よ
い
よ
九
州
へ
船
で
渡
る
時
、
道
真

公
の
無
念
落
胆
、
屈
辱
の
思
い
は
如
何

程
で
あ
っ
た
か
。

　

大
宰
府
到
着
の
様
子
か
ら
。（
歌
の

途
中
を
省
略
）

　

城
内
の
右
郭
の
ほ
と
り
で
停
止
し
、

永
い
旅
の
末
に
到
着
。
官
舎
の
小
さ
な

門
を
開
い
た
辺
り
に
、
何
事
か
と
覗
き

込
む
者
が
南
北
の
道
一
杯
に
な
る
。
民

衆
の
好
奇
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
護
送
さ

れ
る
。
そ
の
度
毎
に
む
か
む
か
し
て
、

嘔
吐
し
て
も
や
っ
ぱ
り
胸
が
む
か
つ

岡
村
吉
明
名
誉
会
員
が
浄
階
・
特
級
昇
級

　
こ
の
度
は
、岡
村
吉
明
名
誉
会
員
（
前

鳥
取
県
神
社
庁
長
）
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
浄
階
に
な
ら
れ
、
更
に
極
僅
か
な

間
に
特
級
に
昇
級
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、

た
だ
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
改
め
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
会
員

一
同
よ
り
お
め
で
と
う
と
ご
ざ
い
ま
す

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

特
級
昇
級
の
お
祝
い
の
席
に
参
列
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
き
、
初
め
て
特
級
の

袴
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
白
地

に
紋
の
入
っ
た
も
の
で
、「
ほ
ー
。
こ

れ
が
特
級
の
袴
か
。」
と
、
見
入
っ
た

程
で
し
た
。
浄
階
で
特
級
と
な
り
ま
す

と
、
も
う
こ
れ
以
上
の
階
位
、
級
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
を
通
り
越
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
の
「
み
を
し
へ
」
に
、
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
教
神
協

の
大
先
輩
で
現
在
も
顧
問
で
あ
る
と
言

う
こ
と
。

そ
し
て
、
私
た
ち
会
員
に
と
っ
て
大
変

誇
り
に
思
い
、
名
誉
に
感
じ
、
会
員
皆

で
慶
び
を
分
か
ち
合
お
う
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
教
職
に
専
念
さ
れ
、
教
頭
、
校
長
と

し
て
の
激
務
を
遂
行
さ
れ
、
も
と
よ
り

本
務
社
、
兼
務
社
数
社
の
社
を
御
守
さ

れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
す
ら
も
二

足
の
草
鞋
な
の
に
、
教
神
協
の
会
員
、

会
長
。
更
に
は
常
任
理
事
と
し
て
、
全

国
の
理
事
の
方
々
と
本
会
を
盛
り
上

げ
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
我
々

も
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

次
第
で
す
。

　
最
後
に
、
誠
に
意
を
尽
く
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十

分
留
意
さ
れ
、
お
元
気
で
、
神
明
奉
仕
、

地
域
に
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
申
し
添

え
て
、
お
慶
び
の
言
葉
と
致
し
ま
す

（
会
長　
細
谷
博
高
）

く
。
脚
も
よ
た
よ
た
と
し
て
足
な
え
の

病
か
か
っ
た
よ
う
に
な
る
。
あ
あ
何
と

い
う
哀
れ
さ
か
な
。

以
下
省
略
。
余
談
、
行
程
に
は
説
が
幾

つ
か
あ
る
様
で
す
。　

　
　
　
　
　
（
大
会
資
料
よ
り
引
用
）
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令
和
六
年
　
第
十
三
回
全
教
神
協
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
鳥
取
大
会
）
に
つ
い
て

　
来
年
（
令
和
六
年
）
の
第
十
三
回
全
教
神
協
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
は
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
役
員
・
事
務
局
を
中
心
に
企
画
立
案
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
準
備
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
何

卒
、
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
時
点
で
の
企
画
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
期
日　

　
　
令
和
六
年
八
月
二
十
四
日
（
土
）・
二
十
五
日
（
日
）

○
研
修
会
会
場　
　

　
　
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

○
正
式
参
拝

　
　
大
神
山
神
社
（
米
子
市
尾
高
）

○
宿
泊
先
・
懇
親
会
会
場

　
　
皆
生
温
泉
「
三
井
別
館
」

○
参
加
費

　
　
二
万
円
程
度

○
日
程
（
案
）

　
　
下
記
の
と
お
り

○
そ
の
他

　
・
当
日
午
前
中
に
鳥
取
県
教
神
協
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
・
令
和
六
年
三
月
頃
に
役
割
分
担
を
お
示
し
し
ま
す
の 

　
　
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日　　　程　　　（案）
８月２４日（土） ８月２５日（日）

朝食

移動（マイクロバス）
正式参拝（大神山神社）

講話（60分）

鳥取県教神協総会 ブロック連絡会（60分）

昼食・会場準備
閉会行事
移動・解散

受付
開会行事

講演会（90分）

県連会長会
移動

チェックイン・入浴等

懇親会

  7:30
  8:00
  8:30
  9:00
  9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30



令和 6年 2月 1日	 　　　　鳥	取	県	教	神	協	会	報　　　　　　　　　　　第 11号

－ 6－

鳥
取
県
教
育
関
係
神
職
協
議
会
　
会
員
（
令
和
五
年
度
）

会　
長　
細
谷　
博
高　
　
賀
茂
神
社
（
元
教
員
）

副
会
長　
中
嶋　
盛
浩　
　
国
信
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
岡
村　
吉
彦　
　
賀
露
神
社
（
鳥
取
東
高
）

理　
事　
河
野　
光
男　
　
河
野
神
社
（
鳥
取
工
高
）

　
　
　
　
岡
村　
吉
隆　
　
賀
露
神
社
（
県
教
委
）

　
　
　
　
福
田　
恭
子　
　
照
國
神
社
（
元
学
校
事
務
職
員
）

　
　
　
　
御
舩　
斎
紀　
　
國
坂
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
中
嶋　
俊
史　
　
壱
宮
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
船
越　
寛
明　
　
神
奈
川
神
社
（
元
教
員
）

監　
事　
鷲
見　
寛
幸　
　
日
吉
神
社
（
大
山
町
教
委
）

　
　
　
　
池
山　
宣
昭　
　
柴
尾
神
社
（
大
山
西
小
）

会　
員　
池
山　
圭
吾　
　
柴
尾
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
太
田　
貴
能　
　
逢
坂
八
幡
神
社
（
岸
本
中
）

　
　
　
　
永
江　
重
弥　
　
倭
文
神
社
（
倉
吉
西
高
）

　
　
　
　
山
本　
育
朗　
　
熊
野
神
社
（
奥
大
山
江
府
学
園
）

　
　
　
　
鳥
谷　
　
学　
　
賀
茂
神
社
（
鳥
取
緑
風
高
）

　
　
　
　
戸
板　
正
哉　
　
新
宮
神
社
（
県
教
委
）

　
　
　
　
福
田　
　
靖　
　
照
國
神
社
（
倉
吉
養
護
学
校
）

　
　
　
　
池
本　
圭
一　
　
亀
谷
神
社
（
大
山
西
小
）

　
　
　
　
河
合　
巧
圭　
　
葦
原
神
社
（
倉
吉
養
護
学
校
）

　
　
　
　
岸
本　
　
栄　
　
立
見
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
長
谷
部
正
人　
　
聖
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
大
坂　
芳
郎　
　
北
野
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
湯
浅　
秀
志　
　
東
郷
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
永
江　
吉
邦　
　
倉
田
八
幡
宮
（
元
教
員
）

　
　
　
　
熊
沢
菜
穂
子　
　
高
杉
神
社
（
元
教
員
）

　
　
　
　
上
屋
敷
明
美　
　
白
尾
神
社
（
元
教
員
）

顧　
問　
　
河
合　
鎭
德　
　
葦
原
神
社
（
平
成
十
七
年
度
よ
り
会
長
）

　
　
　
　
　
川
上　
寛
史　
　
東
小
鹿
神
社（
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
会
長
）

名
誉
会
員　
岡
村　
吉
明　
　
賀
露
神
社
（
平
成
五
年
度
よ
り
会
長
）

　
　
　
　
　
池
本　
一
悠　
　
武
宮
神
社
（
平
成
九
年
度
よ
り
会
長
）

　
　
　
　
　
湯
村　
正
明　
　
湖
山
神
社
（
平
成
十
三
年
度
よ
り
会
長
）

事
務
局　
　
河
野　
光
男　
　
河
野
神
社
（
鳥
取
工
高
）

　
　
　
　
　
岡
村　
吉
隆　
　
賀
露
神
社
（
県
教
委
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
教
神
協
常
任
理
事　
　
岡
村　
吉
彦
（
令
和
四
年
度
よ
り
）

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
「
み
を
し
へ
」
第
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
前
回
の
発
行
か
ら
一
年
以
上
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
に
は
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
発
刊

が
遅
れ
た
た
め
に
、
掲
載
時
期
を
逃
し
て
し
ま
い
、
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
文
中
に
も
あ
り
ま
す
が
、
来
年
八
月
に
は
鳥
取
県
が
幹
事
県
と
な
っ
て
、
第

十
三
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
細
谷
会
長
を
中
心
に
会
員
一

同
力
を
合
わ
せ
て
、
充
実
し
た
研
修
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
神
社
・
学
校
・
地
域
の
活
動
も
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
情
報
化
・
少
子
化
な
ど
教
育
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
多
忙
な
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
職
・
元
職
を
問
わ
ず
、
教
職
と
神

職
と
い
う
二
足
の
わ
ら
じ
を
経
験
し
て
い
る
我
々
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
神
社
・
学
校
・
地
域
で
子
ど
も
達
や
氏
子
の

方
々
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
し
っ
か
り
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
村
吉
彦
）


